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学校だより 「翔 空」の由来 〈校舎のシンボル〉
しよう く う

翔 空 壁画「空へ」を受け、風光明媚なこの学舎
ふう こう めい び まなびや

から、希望に燃え限りない空へ、力強く翔ん
№４９ 平成２５年 ３月１２日（火） でほしいという願いを込めて、翔空の碑がで
郡山市立喜久田中学校長 大堀 昌弘 きた。

［今年度は、特別の思 ご卒業おめでとうございます！
いが残る１年でした。］

～私の座右の銘を卒業生に贈ります～
今年度もまたこの時期が

来ました。そうです。別れ
平成 ２ ４年 度 の卒 業式 （ 喜久 田 中学 校の 第

の時です。
６６回卒業証書授与式）は、明日行われます。

今年度は特別の思いが強
２ クラ ス ６ １ 名 の 卒 業 生が こ の 学 舎 を 巣立 ち

く残る１年となりました。
ま す。 き っ と 一 人 一 人 の生 徒 が 数 限 り ない 思

市の中体連でのサッカー部
い 出を 胸 に こ の 学 校 を 離れ て 行 く の で す。 部

の優勝、そして、それを引
活 動が 中 学 校 生 活 の 大 部分 を 占 め た 生 徒。 友

き継ぐかのように秋の新人
だ ちと の 毎 日 の 会 話 を 楽し ん で き た 生 徒。 勉

戦でのバドミントン部男子
強 にい そ し み 念 願 の 目 標を 達 成 し た 生 徒。 生

団体の優勝。運動面ばかり
徒 会活 動 に 汗 を 流 し た 生徒 。 そ れ ぞ れ が３ 年

ではありません。吹奏楽部
間 分の 思 い 出 を ア ル バ ムに し っ か り と しる し

の活躍。英語弁論や美しい
て 卒業 し ま す 。 こ れ か らも 、 い ろ ん な 試練 、

日本語コンテストでの生徒
世 の中 の き び し い 壁 に ぶつ か る こ と が 多い こ

の活躍。美術、書道、地区
と と思 い ま す 。 し か し 、ど ん な 時 に で も自 分

の意見発表、等々数え切れ
の 夢達 成 を め ざ し て 突 き進 ん で ほ し い と考 え

ないほどの文化面での成果
て いま す 。 そ ん な 卒 業 生の 皆 さ ん に 、 私か ら

もあがりました。３年生を
次の名言を贈ります。

中心に本当に活躍が目立っ 心ここに在らざれば、視れども見えず

た年となりました。 聴けども聞こえず、食えどもその味を知らず。

昨年４月には、新しく３ これを身を修むるは、その心を正しくするに

名の先生方をお迎えし新生 在りと謂う。

喜久田中がスタート。２３ （心というのは、しっかりと座っていなければ、

年度途中の教員異動を含め 目で視ていてもぼおっとして見えず、耳では

ると、短期間に１０名近く 聴いていても何か聞き分けられず、口にしても

の先生方が入れ替わりまし その味がわからないように、正しい判断が得ら

た。これは、過去に例があ れない。） 『大学』

りません。こういった中で
の生徒の活躍は本当に嬉し

私にとって、今では常に勇気を与え、鞭を打っ

い限りです。
てくれる座右の銘となっています。人間には喜怒

ところで、昨日で東日本
哀楽があります。それを完全になくして、心を無

大震災発生よりちょうど２
にして平静であれと言っているのではありません。

年が経ちました。被害にみ
そうではなく、正しく喜怒哀楽を表現し、心をい

まわれ亡くなられた方々の
きいきと活かすことこそが重要なのです。結局の

ご冥福をお祈りするととも
ところ、自分の未来を開いたり塞いだりするのは、

に未だ被災している方々へ
自分自身の行動でしかありません。卒業生に限ら

お見舞いを申しあげます。
ず生徒の皆さんには、単に安易に楽な道を選ぶの
ではなく、正しい心を持ち、自らを律しながら、

（本校でも、昨日は、半旗 自分の成長にとって「価値ある選択」を常に選ん

を掲げ、１４：４６には全 でほしいと願っています。

員で黙祷を行いました。）
卒業生の皆さんは、まだ１５歳です。「人生

”
８ ０年 」 と 言 わ れ る 時 代で す 。 あ と ６ ５年 間

仰げば を どの よ う に 過 ご す の でし ょ う か 。 一 人一 人

尊し
の 今後 の 大 い な る 飛 躍 を期 待 し て い ま す。 き

我が師
っと自分の夢を最後には実現してくださいね。

の 恩 ♪
”


